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古代エジプ ト中王国時代クヌムイ ト墓出土の

ガラス質メダリオン

―ビブロスとの交易関係と物質の解明を中心として一

rJrlEH+

A Vitreous Medallion from the Tomb of Khnumit, Middle Kingdom
-Its Byblite Connection and a Hypothesis of Manufacture-

YAMAHANAKyoko

Abstract

ln November 2019, the authOr had a chance to examine one of the jewelry

(SR6009,CG53018)ofKhnumit from Dahshur as a part ofajoint program between

Egyptian and」 apanese research on ancient craft techn010gyI In this article,the

author would like to focus On a medalliOn2 0f Khnumit with a cow representation

(SR6009・ 5).

ThemaJorityofKhumirsjewelryindicatesthattheywereperhapsbroughtinto

Egypt iOm Outside The cow's depiction of a medalliOn alsO indicates that it was

likely a foreign manufacture.

BOth textual and epigraphic evidence during the 12th to 13th dynasties show

that there seems to have been active trade between Egypt and the eastern

Mediterranean cOastal areas through Byblos,a city strongly influenced by NIiddle

KIngdom Egypt.A stylistic analysis on the rosette and eight‐ pointed stars tells that

their motifs came ttom Mesopotamia and spread throughout the eastern

Mediterranean as attributes of goddess lshtar(Astarte)by the Middle Bronze Age.

On the Other hand,the circular geometric pattern enclosed in eight・ pointed star

gold ornament indicates the Cretan origin The cOmbination of rOsette, eight・

pointed stars, and circular geometric patterns scarcely occur in Mesopotamia or

Crete,butin the■ evant The author thus speculates the Khnumit's ornament with

a cow's representation depicts a goddess Hathor‐ Astarte,a maJor goddess ofByblos

The origin Ofthe particular medallion might be Byblos

There is yet another problem to claritt C10Ser look Of the cow's medallion
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revealed that there were two layers, the upper layer being vitreous, and the lower

layer being unidentified. A scientific analysis with a portable XRF was performed

and revealed that the vitreous surface was made of almost pure silica. Thus the

surface layer was most probably made of pure quartz. On the other hand, the

material of the bottom layer with a representation of a cow was unidentified. A

microscopic study was conducted, and the medallion was compared with other

Middle Kingdom faience, a modern replicated faience and a New Kingdom glass.

The overall appearance of Khnumit's cow medallion resembled that of faience. The

author, therefore, concludes that the most potential underlying material of the

medallion is faience.

In sum, the study on Khnumit's jewelry (SR6009-5) reveals that Byblos was a

possible manufacturing place, and the cow's medallion was made of a quartz layer

on top ofthe colored faience layer.

1.序 章

1-1 研究の概要 (図 1、 図 2)

2019年 11月 にエジプ トのカイロ博物館にて遺物調査の機会を得た3。 この調査は古代エジプ

トの金属工芸技術を研究するために複数の黄金製品を対象として行われたが、本稿ではそのう

ち、SR6009‐ 5の登録番号4を持つ遺物に焦点を当てた。

この装飾品は中王国時代第 12王朝の王アメンエムハ ト2世 (紀元前 1877～ 1842年頃)5の
ピラミッド複合体に埋葬された「王の娘」の称号を持つクヌムイ ト6の墓から出土している。ク

ヌムイ トの墓は 1895年 2月 にデ・モルガン(de Morgan)7によってダハシュールのアメンヘム

ハ ト2世のピラミッド西側と周壁との間の地下 6mの地点で未盗掘の状態で発見された。アメ
ンエムハ ト2世のピラミッド複合体には 4人の「王の娘」の称号を持つクヌムイ ト、イタ、イ

タ・ウェレト、サァト・ハ トホル・メリトが埋葬されており、前者 3人の墓からは中王国時代

を代表する黄金製の装飾品が出土している。デ 。モルガンはクヌムイ ト墓より出土した黄金製

品を 61項 目挙げている8が、これらのうちウセク広襟飾りやブレスレットにはエジプ ト古来の

意匠が使われているものがある一方、非エジプ ト的な意匠あるいは工芸技法が見られる金細工

製品も多い (CG52865、 52975‐ 9)。 その中でも象嵌七宝によると思われる襟飾 り (JE31113)

や、粒金細工のネックレスなどは当時の西アジアにあつた工芸技術9を駆使して作られたもので

あり、古代エジプ トにおいては初現にあたる。

図 1の SR6009に は黄金製鳥形ビーズ、蝶形、花弁文と星形文の粒金細工、ガラス質のメダ

リオン、五亡星粒金細工、貝形、ハエを象つたと思われる逆ハー ト形装飾品がある。これらの

中にはネックレスのように鎖で繋がれているものもあるが、鎖もなく本来の用途が不明なもの

もある。特筆すべきは、鎖を含めて、図 1の装飾品の意匠はそれまでのエジプ トには存在して

いなかつたのである。つまり、SR6009の黄金製装飾品はほぼ全てがエジプ トの外部からもた
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らされた、あるいは非エジプ ト人の職人によって作られたと考えてよい。王族の墓からこのよ

うな非エジプ ト的意匠をもつた装飾品が出土した事実は、当時のエジプ トと外部地域との間の

交流が少なからず行われていたことが推測できる。中王国時代は後の新王国時代ほど歴史的な

記録が充実していないため、長い間、研究が進んでいなかったが、近年の新史料の発見や考古

学資料の再考察によつて、第 1中 間期から中王国時代にかけての国内の政治的情勢や対外関係

などが徐々に明らかになつている (Moreno Garcia,2017;Cline and Har五 s‐Cline,1998;

Willems,2014)。 彼らの研究によると、中王国時代の統一王朝が始まる以前より、紅海沿岸の

メルサまたはワディ・ガワシス (Mersa/Wadi Gawasis)や デルタのテル・エル・ダバァ (Tell

el‐Dab'a)な どを拠点として、南方のヌビア地域、そして北方のレバントとの交易が行われて

いた (MorenO Garcia,2017:92)。 南方との主要な交易品は金、象牙、黒檀、香料などで、北

方からは羊毛の織物 (ibid.,:119‐ 120)、 銅、 トルコ石、ラピスラズリ、没薬、杉 (材木)な ど
がもたらされていた。 しかし、南方からエジプ トに搬入されるのは、加工前の原材料である。
本稿で考察を行うメダリオンと伴出する黄金製装飾品は、当時のエジプ トにはない加工技術を

持って細工されたものであるため、原材料供給地であった南方よりも、北方のレバント10を含

む東地中海沿岸地域を加工地の候補として考えるのが妥当であろうと考える。

図 1 クヌムイ トの黄金製副葬品 カイロ エジプ ト博
物館収蔵番号 SR6009 (筆 者撮影 )photograph by
courtesy ofthe Egyptian Museum,Cairo

図2 中央メダリオン部分クローズアッ
プ (筆者撮影)

1-2 調査方法

まず第 1章では考古資料や図像資料をもとに、当時のエジプ トと周辺地域について検証する。

ここでは第 12王朝アメンエムハ ト2世の「メンフィス碑」、トー ドのメンチュ神殿への奉納物、

センウセル ト2世治下の上エジプ ト第 16ノ モス (オ リックス州)と ナイル川東部の砂漠地域

を治めた知事であつたクヌムヘテプ 2世の墓壁画などから、第 12～第 13王朝のエジプ トと東

地中海沿岸地域との交流を探る。次に、第 2章ではクヌムイ トのメダリオン (SR6009‐ 5)(図

2)を詳細に調査し、この図像の意味およびそこから類推できるエジプ トと外部地域との関連を
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検討する。そして、考察を牛の図像だけではなく、SR6009‐ 5を構成するすべての花形文と星

形文の装飾品についても視野を広げ、その文様の特徴をエジプ ト以外の東地中海沿岸地域と比

較しながら述べ、果たしてこのメダリオンの起源がどこにあるのかを推察する。次に第 3章で

は、理化学的な分析結果を参考にしながら、メダリオンの材質と製法について試論を述べたい。

2.中 王国時代の外部地域 との交流

2-1 エジプトとビブロス

古王国時代が終わり、諸侯林立の第 1中 間期にはエジプ トと外部地域とのコンタクトは非常

に限定的であった。 しかし、その中でもヘラクレオポリスに拠点を置く勢力はアイン・スフナ
(Ayn Sukhna)な どの港湾を利用し、対外交易を積極的に行っていたと考えられている。その

後、メンチュヘテプにより国土が統一されて中王国時代になると、レバントとの交易関係は一

層活性化される。

当時の対外関係については、あまり多くの記録は存在しない。 しかしながら、エジプ トとビ
ブロスHと の関連は、第 1中間期には成立しており、当時のエジプ トは香料である没薬をビブ

ロスから輸入していた (Edel,2008:1743‐ 4,1814,ig.24)。 中王国時代には、ビブロスはエジ

プ トの従属国として東地中海沿岸及びメソポタミア地域との交易を行う際の トレーディングポ

ス トと見徴されていた。古バビロニア期のマリから出土した楔形文書によると、エジプ トの文

物は g口Iay″ (「 ビブロスからの文物」の意)と 記されていたことから、エジプ トはビブロスを

仲介として外部地域と交易を行つていたことが推測できる (Durand,1999;Ahrens,2011:35)。

ビブロスの支配者はエジプ ト語で「ビブロスの王子」の称号を持ち、「王家の墓」I～ⅡI墓には

同時代のアメンエムハ ト3世や 4世の銘のある遺物も遺されていた。彼らの墓のレイアウトは

第 12～ 13王朝時代のエジプ トの岩窟墓と類似し、出土した副葬品はビプロス的な特徴を残し

なが らもエ ジプ トの支配 階級 の副葬 品 と強 い相 関 を示 して い る (Montet,1928;

Kopetzky2012:393‐ 4)。 このようなエジプ トとビブロスの密接な関係は少なくとも第 12王朝

から 13王朝の間は続いたようである(Ryholt,1997:86‐ 90)。

上記よリエジプ トはビブロスという港湾都市を交易の中心地としていたことがわかるが、そ

れではもう少し年代を狭めて第 12王朝の特にアメンエムハ ト2世の治世下ではどのような国

際関係を築いていたのだろうか。古代エジプ ト第 12王朝時代は、現在の編年ではレバントで

は中期青銅器時代 I‐IIA(Middle BrOnze Age I‐IIA)に あたり、北メソポタミアでは古アッシ

リア (紀元前 1920-1740年 頃)、 ギリシア本土では中期ヘラディック (Middle Helladic,紀 元

前 2090-1625年頃)、 クレタ島及びキクラデス諸島では中期ミノア期 IAmiddle Minoan IA,

紀元前 1950-1750年頃)にあたる12。

2‐2 アメンエムハ ト2世治世下のエジプトと外部地域との交流
アメンエムハ ト2世の治世において西アジアとの関連を記したテクストに「メンフィス碑 13」

がある。碑文はアメンエムハ ト2世の年代記と考えられ、同王の治世に行われた葬祭儀礼、宗
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教儀式、戦役、そして諸外国からの搬入品Mリ ス トなどが時系列的にまとめられている。碑文

によると、「イウアイ」と「イアシィ」の土地 (現在の地名不明)を破壊し、アジア人「アァム

ゥ15」 、武器、ラピスラズリ、銅、金など多くの戦利品を持ち帰つている。碑文にはそのほかに

もいくつかの地名が記されており、エジプ ト語で表記されたこれらの地名の同定には多くの研

究者が試論を述べているが、東地中海沿岸地域 (ク レタ島、アナ トリア半島南、 レバント地方
を含む地域)を指し示しているという点で一致しているlAltenmtller and Mousa,1991:Malek

and Quirke,1992:de Fidanza,1998:Marcs,2007)。 そして、この時代にエジプ トヘは東地中海

沿岸地域からの搬入品がもたらされているだけではなく、エジプ ト美術の影響を受けた工芸品

もレバントやクレタ島などで発見されおり、双方向のコンタクトがあったことが伺える。

アメンエムハ ト2世は上記の東地中海沿岸地域より持ち帰つたものをエジプ トの神殿に捧げ

ており、アルマントや トー ドのメンチュ神殿には「アジアの銅」で作られた器を奉納したこと

が記録されている (GrttetZky 2006:46;L」 yquist,2015:36D。 また、 トー ドのメンチュ神殿
にはアメンエムハ ト2世の銘がある箱が奉納されており、内容物には銀器や未加工のラピスラ

ズリ、印章、浮彫の施されたラピスラズリなどがあった。メンチュ神殿の奉納物のうち、印章

に施された図柄はファイス トス (ク レタ島、Middle Minoan IB‐Ⅱ)よ り発見されたものと酷似

し (Bisson de la Roque,1953:pl.21:Lン quiSt,2015:35fl、 銀器の一部はミケーネあるいは

アナ トリアに起源を持つ形であろうと推測している (Lttyquist,2015:35t citing Da宙 s1977)。

つまり、 トー ドのメンチュ神殿の奉納物構成は西アジア (ラ ピスラズリ)、 アナ トリア (銀器 )
及びクレタ (印章の一部)にて製作された可能性を示唆している。この事実は上記のアメンエ

ムハ ト2世の戦記により推測された当時エジプ トとコンタク トがあつた地域と合致することに

なる。

2-3 センウセル ト2世治世下のエジプトと外部地域との交流 (表 1)

アメンエムハ ト2世の後継者であるセンウセル ト2世の治世下で上エジプ ト第 16ノ モスと

ナイル川東部の砂漠砂漠地域を治めた知事のクヌムヘテプ 2世は、ベニ・ハサンに岩窟墓を造

営しているが、その墓の北側壁面に明らかに非エジプ ト的な着衣と面立ちで表現されたアジア

人 「アァムウ」が描かれている。アァムウはクヌムヘテプ 2世の面前に立ち、族長と思しき人

物イブ・サァ (セム語のアビシャレもしくはアビシャイ16)の後ろにはレイヨウを連れた男性

や武器を持つ男性、鮮やかな衣装をまとう女性、ロバの背に載せた子供などが描かれている。

族長の前にはエジプ ト人書記がおり、彼が持つパピルス紙にはシュウのアジア人 37人がメス

デムゥト (メ スデメト)(おそらくは方鉛鉱)を持参したことが記されている。

この壁画はセンウセル ト2世の治世 6年 目に到来したアジア人たちを描いており、東部砂漠、

つまり紅海に抜ける重要な交易路を掌握しているクヌムヘテプ 2世に対して敵意を抱いている

わけではなく、交易相手としてエジプ トにやってきているとの見解もある。カムリンによると、

彼らの一団の男性たちは当時はまだエジプ ト人が使用していない武器 (斧や槍)を持ち、それ

らのうちダックビルアックス (ア ヒル嘴状斧)は レバントの中期青銅器時代 (MBIIA)期 の特

徴を示している(Kamrin,2013:pp.158‐ 161)。 さらに、シュウという地名については、他のエ
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ジプ ト語及びセム語資料よリレバント南部 (ヨルダン川東部から死海周辺)の民族であろうと

考えられている (Kamrin,2013:162)。 彼らがエジプ トにやってきた目的については、これま

で交易者説(mebs,1922:ig.6,162二 五gs.120‐ 21;Wilson,1950:229)あ るいは外国の使節団

⊂ ayes,1971:503‐ 4)説が様々な研究者により唱えられてきたが、カムリンは彼らは冶金技術者

の集団ではないかとの推察をしている。中王国時代初頭では、エジプ トの冶金技術は西アジア

と比較して劣つていたことは確かで、西アジアの冶金技術は先進技術を取り入れて軍事大国を

目指すエジプ トには喉から手が出るほど欲しいものであった。壁画に示されているロバの背に

は「革製のふいご」が描かれており17(Kamrin,2013:160;Shea1981:222・ 23,Nibbi,1987:33)、

彼らが持参した 「方鉛鉱」は冶金にとつて重要な鉱物であるため (Kamrin,20131163)、 これ

らのアジア人一団は冶金技術者としてエジプ トヘやってきた人々なのではないかと推察してい

るのである。つまり、当時のエジプ トにやつてくる外国人は戦争捕虜としてエジプ トヘ連行さ

れる人々だけではなく、西アジアより最先端の技術を持ち、エジプ トヘ国益をもたらすために

入国する人たちの存在もあつたことが推察される。

また、アメンエムハ ト2世より2代後のセンウセル ト3世に仕えたクヌムヘテプ 3世のダハ

シュールのマスタバ墓より発見された文書には、ビブロスとゥラッザの間の紛争をエジプ トが

仲介して鎮めたことが記録されているfAllen,2008;Wimme■ 2005:131;Rainey 2006:281‐ 2,

285)。

表 1 第 12王朝～13王朝時代のエジプ トと東地中海沿岸地域との関連がわかる遺物

王の名 実年代 発見された遺物 発見場所

アメンエムハ ト2世
c 2181-
1991BC

イ タ (アタ)の銘のあるスフィンクス カトナ

トー ドのメンチュ神殿より発見された銀器やラビスラズリ、印章など トード

アメンエムハ ト2世の年代記 メンフィス

センクセルト1世
o  1961-1917
BC

ハビジェファの影像 テル・ヒジン (レバント)

アメンエムハ ト雄
～センクセル ト2世

o  1919 -

1878 BC
王妃の頭部を持つスフィンクス片

ローマ近郊、おそらくティポリのハ

ドリアヌスのヴィラ

アメンエムハ ト2世

～センウセル ト3世
ジェフティヘテプの影像 メギド

lE, l8d ceo.
BC

スパル トゥ (北部シリア)やアラシア (キプロス)などとの金製品、
布、油などの交易が記されたアッカド語の根形文書

テル・シアメ

アメンエムハト3世
o 1859-1813

“

王銘付黒曜石製壺 €ae\ll*og rlr)
黄金製自衛 り

(「ピプロスの王子J「イプシェムアピ」 (ア ピシェムの息子)の表記
がある)

ピプロス「王家の基 I」

スフィンクス ネイラブ、ウガリト、ハツォール

アメンエムハ ト4世
c 1813-1805

BC

箱 ピプロス「王家の墓 I IJ
スフィンクス ベイルート

ネフェルヘテプ1世
(第 13王朝)

c 1720-1711 ビプロス王の浮彫

後の新王国時代による東地中海沿岸地域とのかかわりほど記録がないため、中王国時代にエ

ジプトが同地域とどれほどの関わりを持つていたのか不明な点が多いが、第 12～ 13王朝当時

のエジプトの遺物とエジプト美術に影響を受けたものが東地中海沿岸地域に数多く拡散してい

る。表 1は中王国時代第 12～ 13王朝の頃に東地中海沿岸地域でエジプ トの遺物が発見された
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例、そしてエジプ トの文献資料において言及されている地域を記した。表 1では、レバントに

おいて大型のスフィンクス像が合計 4体もエジプ ト外で発見されていることがわかる。大型遺

物の出土は、その土地とエジプ トが国家規模で何らかのつながりを持っていたことを示唆して

いる。

また、表 1からはエジプ トと前述のビブロスとの明確な繋がりが示されているほか、メソポ

タミアとの交易路上にある都市カ トナや、アナ トリア半島やキプロスとの関連も見て取れる。

3.ク ヌムイ トのメダリオン

3-1 クヌムイ トの黄金製装飾品 (表 2)

黄金製品が古代エジプ トの代名詞とみなされるのは、新王国時代第 18王朝以降であり、そ

れ以前の時代において黄金の使用は限定的であつた。古王国時代には神殿や王、王族の葬祭用

品にも数えるほどしか使用されていない。ところが、中王国時代第 12王朝の特にアメンエム

ハ ト1世時代以降、女性の副葬品 (生前の使用については定かではない)に黄金製品が目立つ

ようになる。中王国時代の都がおかれたイチィタウイ近郊のリシュトから発見されたアメンエ

ムハ ト1世時代のセネブティシの墓より発見された装飾品を皮切りに、ダハシュールのアメン

エムハ ト2世のピラミッド複合体より上記の 4人の王女たちの移しい数の黄金製装飾品が発見

され、王の廷臣たちの墓からも少なからず発見されるようになる。これらの黄金装飾品には、

パピルスとロータスなどを組み合わせた冠、ブレスレットやアンクレットなど、古王国時代よ

り使われている伝統的な形態の装飾品以外に、スカラベ指輪や花冠、胸飾 り (ペクトラル )、 ペ

ンダントなどの新たな形態が加わる。そして、それらの新たな形態の装飾品にはそれまでエジ

プ トに存在していなかった粒金細工、象嵌細工などを施した所謂 「舶来」の工芸技術の粋を極

めたものが多くあらわれている。

クヌムイ トの時代から約 50年後のセンウセル ト3世の王妃であつたメレト (メ レレト)の

墓から出土した副葬品 (表 2)には二枚貝を模した装飾品が 7枚ある。そのうち、象嵌細工の

施されている 1枚 18は上述のビブロス王墓 (Royal Tomb Ⅱ)よ り出土している貝形のペンダン

ト19と 酷似している。ビブロスのペンダン トはメレトのものと同様、大型二枚員を模しており、

いずれも地金を金線で仕切つて象嵌 (ク ロワゾンネ)を施している。メレトの二枚貝の装飾は

殻頂部分にエジプ トの伝統的なロータス文様、そして外周にはデフォルメされた花弁文が赤褐

色、 (青)緑、濃紺の 3色の貴石で象嵌されている。一方、ビプロス王墓 (Royal Tomb Ⅱ)よ

り出土した黄金製二枚貝の象嵌細工は色使いがメレトのものと全く同じある。貝の外周には連

続七宝文 (後述参照)の象嵌が施され、内側には王権の象徴であるハヤブサ、日輪、ウラエウ

ス、そしてカル トゥーシュ内にはイプシェムアビというビブロスの支配者の名が同じく赤褐色、

(青)緑、濃紺の 3色の象嵌細工で表現されている。このような黄金製二枚員の象嵌細工はエ

ジプ ト (ダハシュール)と ビブロスにしか例がない。当時のエジプ ト王宮とビブロスの支配者

との緊密な関係が示されているが、特にビブロス出土のものについては、エジプ トからビブロ

スヘの贈物とは考えにくい。なぜならば、ビブロスの当該装飾品にはエジプ ト風のモチーフが
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使われているが、例えば本来ならば図像の最も上に配置 されるべき日輪が、ビブロスの例では

ウラエウスの胴体の脇に置かれ、王名枠に対 してイプシェムアビの名が逆に記 されているから

である(Kopetzky 2012:3980。

さらに、ビブロスの例においては連続七宝文、エジプ トの例においてはデフォルメされた花

弁文があるが、これらはエジプ トの伝統的な文様ではない。中王国時代第 12王朝以降になっ

て初めてエジプ トにもたらされた文様である。

これらを考え合わせると、黄金製二枚貝のベンダントはビプロス経由でエジプ トヘともたら

されたと考える方が自然であろう。

表 2 中王国時代に黄金製品が副葬された墓と黄金製品リスト

3-2 クヌムイ トのガラス質メダリオン

対象のメダリオンは直径約 18.00 11ullで 、枠部の厚みは 1.80 11ull、 中央部分の厚みは 2.40 11ull

である。1円 玉の大きさにほぼ等しい。表面は透明なガラス質被膜で覆われている。一見する

とガラス製のように見えるが、クヌムイ トが生きた時代において、古代オリエント全域を見渡

してもガラスの生産に着手していたのはメソポタミア地域しか知られておらず、エジプ ト人に

とつては未知の物質であつた。メソポタミア地域においても、紀元前 23世紀頃にガラスが初

めて現れて以来、ガラスづくりの技術は次第に洗練されてはいたが、ガラスの原材料に含まれ

る微量の鉄のためにどうしても緑～黄緑色の色がついてしまい、無色透明のガラスは未だ作り

だせていない。 したがって、このメダリオンのような透明で平面的なガラスを作る技術はまだ

持ち合わせていない。もしこのメダリオンがガラスで作られているとしたら、世界で最も早い

ガラスエ芸作品となる。

発掘者デ 。モルガンは、本対象遺物のメダリオンを「粒金細工の枠の中に座した牛 ?がモザ

イクで表現されており、その上に保護の層がある。モザイクは現存する中で最も古く、非常に
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古代エジプト中王国時代クヌムイト墓出土の
ガラス質メダリオン

精緻な作りであるが、拡大鏡でみるとつなぎ目に隙間が見える。メダリオンの背景は 1枚の石

でできており、モザイクというよりは石の象嵌細工のようである(de MOrgan,1903:67)。 」と

し、メダリオンは石製であるとしている。 しかし、石製の象嵌細工であれば、文様の縁辺部に
見られるような滲みがあるはずがなく、色と色とが混ざり合うことはない。むしろ、砂絵のよ

うに色の粒が混じりあつた部分が見て取れる。ただ、砂絵であれば糊で砂粒を固定していたと

しても、4000年の間に経年劣化によつて糊は剥がれ、大小の砂粒が動く結果となる。本資料は

そのような原位置から外れた砂粒の動きもないのである。

クヌムイ トのメダリオンの周りの黄金枠や粒金細工については別稿で扱 うこととし、まずメ

ダリオンに表現された意匠についての検討を行う。

メダリオンは粒金の施された枠内全体に淡い青色 (青 と自の斑)の地色があり、周囲をボー

ダー (縁飾)が取り囲んでいる。中央には牛のように見える四足動物が眸つており、その胴体

は白地に黒の斑がある。大きく外反する角、大きな耳、不自然に細い胴体、長く反りあがる尾

が特徴的である。文様は全体が滲んでいるように見え、同時代の象嵌細工のシャープな色のコ

ントラス ト表現とは趣を異にしている。

メダリオンの縁辺部分には赤・白。黒 。黄緑の 4色で帯状の文様が施されている。古代エジ

プ トでは、古王国時代から中王国時代の墓に描かれる縁飾帯は赤・白・緑 (青緑)の 3色で彩

色されることが多く、黒はあまり用いられていない。クヌムイ トの墓より出土した他のブレス

レットや襟飾りなどの黄金製品の彩色には共通して赤・緑 。濃青の 3色が使われており、これ

らの装飾品が少数の職人たちによつて同時期に制作された可能性を示唆している。

中央の牛は古代エジプ トで主要な神であつた牝牛姿のハ トホル女神を表現しているのだろう

か。描写された牛に神性が付与されている牛であると推測すると、ハ トホル女神か牝牛の形を

とる他の女神の可能性がある。同定の手掛かりとなるのが頸飾 りであるが、小さい上に不明瞭

であるため、正確な同定は不可能である。しかし、下部が広がる形状はバー ト(Bθの女神の象徴

物に似ている。クヌムイ トの墓から出土した装飾品にはバー ト女神を象嵌で表わした類例があ

り20(de Morgan,1903,Pl.V43; Egyptian Museum,Cairo,Catalogue Nos.52920‐ 21)、 そ

の形状は本メダリオンの牛の頸についた飾りと酷似している。バー ト女神は第 1王朝時代から

牝牛 (水牛)の頭を持つ女神と表現されていた (Rashed,2009:338)。 形態的な特徴としては、

牝牛の頭部より上部分しか表現されないことと、角が大きく内湾していることである。バー ト

女神は天空、守護、豊穣 (豊饒)な どを司る女神として現れたが、次第に同じ牝牛の頭を持つ

ハ トホル女神と習合するようになる。新王国時代が始まるころにはバー ト女神の表現は見られ

なくなり、代わりに同じ牝牛で外反する角の間に日輪を戴くハ トホル女神に吸収されていつた

と考えられている (ibid.,20091337)。 この他にも第 12王朝時代の王妃や王女の墓より出土し

た黄金製品には同形状のバー ト女神を表現したもの21が見られる。また、バー ト女神のメダリ

オン (ヘカー・バー ト)は古王国時代第 4王朝時代のクフ・カーフ王子の墓に描かれたように、

王の寵愛を受けた王子や高官のみが身につけることができたシンボルであった(Helck,1954:

340。 本メダリオンの意匠のように、牛がバー ト女神の象徴を頸に付けている例は初期王朝時

代のナーガ・エル・デールより出土した金製のメダリオンが挙げられる22。 っまり、クヌムイ ト
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